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１Ｂ４ 科学技術の研究について 
 

○宗像 英二（日本原子力研究所） 
 
 
 
 
 生産工場で技術の研究に３２年間、次いで研究機関で１６年間研究管理指導を 
し、その後１５年間局外に在って静観思考した者として、科学技術の研究に関し 
総括的な見解を述べる。一括して科学技術の研究と云われるが、科学の研究と技 
術の研究とは、同じ自然科学に立脚するが、異なる趣があると感ずる。端的に云 
って、科学の研究は正攻的で、技術の研究は奇襲的なのが宣いと感ずる。と云う 
のは、科学の研究は発見を、技術の研究は発明を期待すると詮じ詰め得るからで 
ある。 
 
 そこで斯く云うに到った基となる諸体験に就いて先ず紹介する。 
 
 技術の研究に触れた最初はクプラ人絹（ベンベルグ）工場に施てであった。ク 
プラ人絹工業は必須の溶剤に当時高価であったアンモニアがあり、而も工場廃水 
にアンモニアを捨て流していたので、コスト的に将来性が乏しいと云われていた 
のを改良すべくアンモニア回収に挑んだ時であった。ドイツの多くの研究者が蒸 
留回収を試みたが、稀薄なアンモニア廃水を取扱うと、アンモニアと共に１００ 
倍以上の水の気化が伴われ、その気化熱の為に熱経済的に成り立たぬと見捨られ 
ていた。当時デバイの極性分子に関するノーベル賞学説があり、稀薄アンモニア 
水のアンモニア分圧は必ずしもヘンリーやラウルの法則に従わぬと聞かされてい 
たので、アンモニア分圧の測定実験を親しく行った。而も正規な方法を行う器具 
が揃はぬので、簡略便法の流動法に依らざるを得なかったが、測定中に吸収剤の 
液面の予期外れの移動に気付き、それが動機となり、水蒸気飽和の空気流を用い 
てアンモニアの気化を計れば、水の気化を抑え得ると知り、熱経済に不安の無い 
アンモニア回収法（特許１２３１２２）を発明し、クプラ人絹工業の経済性を一 
変せしめた。その技術成果を昭和１３年春学会で報告した際、聴き手の先生達が 
虚を突かれたと漏らされたように、奇襲作戦の成果であったと感じた。尚、この 
技術は当時日本を代表する新技術であると評され、世界動力会議に報告するよう 
勧められ、段取りをしたが、偶々ナチス軍のオランダ侵入に遭い事務局が四散し 
て提出報文は行方不明となり、広く知られる機を逸した。然し、所謂専門家の論 
評に拠らず自己の実験を基に精進すれば独自の途を拓き得ると身近かく知った後 
進のベンベルグ工場技術者の尽力によって、世界のクプラ人絹工業は衰退したが 
日本のみは繁栄して独自の光った存在となっている。 
 
 次いで、クプラ人絹製造に必要な水酸化銅を取扱い易い物にする研究に関係し 
 



 

、繰返し実験し見詰めていた。実験は極めて単純な硫酸銅とアルカリの水溶液の 
混ぜ合せであり、殆ど総ての場合、水酸化銅の微粒の泥々の沈澱の生成であるが 
、濃度や混合法を加減すると稀に粗粒の沈降し易い沈澱が生成するのを認め、そ 
の条件を追及した。その結果、化学反応で生成する速さと、微粒が粗粒に成長す 
る速さの調制をして、前者の速さを後者の速さより絶対に大きくならぬようにす 
れば、粗粒水酸化銅の連続濾過機で容易に取扱い得る物を造り得ると知った（特 
許１２６７８３）。その速さは、既定の物差しなどで測り得るものでは無いが、 
実験を熟視していると、自から見当づけられる、意欲の旺んな実験者の掴み得る 
ものである。その方法は戦時中に国策の粘土からアルミナを硫酸抽出法に依って 
作る方法（特許１７４３９４）にも応用され有効に働いた。そして戦後、製鉄業 
が高級耐火材料を要求した際に海水マグネシヤを作る時にも応用された。海水マ 
グネシヤに就ては早くから英国のカーカップ博士が菱苦土鉱を使ひ、その苦土分 
の微粒を核に粗粒沈澱を作る方法を展開させていたが、当方は石灰乳に因って自 
ら作った微粒水マグを粗粒に成長させる方法に依ったので、既存の核の存在を重 
視した博士は疑念を持って当方の製造現場に立寄り納得したのであった。幸い英 
国の菱苦土鉱より日本の石灰石の方が挟雑物の少ない物を得易いので、日本の海 
水マグネ処理法で得られたマグネシヤの品質は世界最高である。それが世界最高 
級の品質の鋼鉄の生産を我国に可能ならしめた縁の下の力持に成ったと聞くので 
嬉しい。実に入念な繰返し実験の成果である。 

 更に、戦後北朝鮮に抑留され技術指導者として過した間、唯一の情報を得るソ 
連軍の宣傅紙「日本新聞」により、日本の食糧不安や農地の荒廃を想像し、燐酸 
アンモニアを吸収剤に使ったアンモニア回収実験の経験を思い出し、改良された 
化学肥料を想い、暇を盗んで実験を繰返し、燐硝安高度化成肥料の製造法（特許 
１８００１８）を発明した。帰国後その工業化を計ったが、春日井・三井東大教 
授の指導の農林官庁系の審査で、吸湿性肥料で貯蔵に難点があるとか、水稲作に 
適しないとかと云って、肥料製造に賛成でなかった。占領軍の技術者は興味を持 
ち米国中央肥料研究所長ヤコブ博士を紹介して呉れたり、同博士の紹介でオラン 
ダの肥料研究者プルスジェ博士に面談したりして、工業化を勧められたりしたの 
で、小規模生産を続けていた。吸湿防止に当時石油化学の勃興を見通して、コス 
ト高と批判される中であったがポリ袋で肥料を包装する途を拓いた。偶々、伊勢 
湾台風（昭和３４年）の襲来があり、名古屋の肥料倉庫に浸水があり、俵詰（硫 
安など）や紙袋詰（尿素）の在来型包装の肥料は全て溶け流れたのに、燐硝安肥 
料のみが残存していたのも動機となり、一方その頃、京大の奥田先生の後援によ 
る肥効と土壌劣化防止の試験成績も出揃い、先生の支持も得られ、発明後約２０ 
年を経て大量生産が始められた。尚、台湾国営の肥料工場に此の技術が実施され 
ている。 
 
 その後 石油化学技術の導入展開に必要な技術（例へば合成繊維など）の研究 
を管理したこともあるが、輸入技術の若干の改良の範囲では同業同志の競合が激 
 



 
しく、独自の科学技術の研究を進めるような楽しみを味あうことは望めず、記述 
するのもすすまない。 

 別に戦時体制下、クプラ人絹工場から石炭液化工場に転勤を命ぜられ、其処で 
苦心して研究し開発した技術経験がある。 
 
 其の石炭液化法は野口遵社長の創意になる内熱式反応筒を用いるものであって 
、ドイツでベルギュウス博士やピヤー博士などが苦心して開発した外熱式反応筒 
に依るものと大きな相違のあるものであった。ドイツの祖始者達は苦心した余り 
、用心深く化学実験の延長線を行く、空洞型の反応筒を用いたが、野口社長は熱 
経済を重視し、化学工学的な見地から反応筒内に加熱機構を設けた内熱式反応筒 
による石炭液化を敢行した。クプラ人絹技術者から石炭液化技術者に急転向させ 
られ、而も社長から技術開発の重責の直命を受けたが、昭和１４年一杯は現場に 
慣れるのが精一杯であった。その工場は、海軍の永年の石炭液化研究の成果であ 
る触媒の使用と、野口系の高圧技術の組合せで成立っていた。約一年間、現場の 
高圧反応筒の操業を親しく見詰めて、操業の故障の原因がどうも海軍触媒に在る 
のではないかと疑い、社長に通じた処、極秘のうちに代替触媒を探究せよと内命 
があった。然し海軍が大学教授の指導の下に約１５年も掛けて作りあげた物を、 
そう簡単に代わる良い物を探し出せる筈は無いと思いながらも、反応筒の故障を 
取除くには外に途は無いと、昭和１５年春から新触媒の探究に取掛った。報告を 
作る必要は無い、代わる良い触媒を見付ければ宜いと簡略な実験法を作り出し、 
一回の実験が一日で済む、液化残滓を指先の触感で判断すれば宜い、それならば 
海軍が１５年も係った事を半年で代替し得ると意気込んだ。色々と試行錯誤の実 
験を繰返したが、容易に宜い物が見付からず思案投げ首のうちに初夏になり、何 
とかせねばと考え方を変え、人絹工場で万一クプラ技術が行詰ったら代替溶剤に 
はロダン塩でと思って繊維素を処理した事を思い出し、石炭の基は植物で繊維素 
であるからロダン塩が何か作用するかも知れぬと試して、ロダン鉄が素晴らしい 
触媒作用（特許１５２４２４）のあるのに驚いた。然し更に検討を重ね夏が過ぎ 
る頃になって簡単な水酸化鉄と硫黄の混合物が良い触媒である事を発明（特許１ 
５２８９８）した。然し硫黄系の物は水素添加反応には触媒毒であるとのノーベ 
ル賞学説が有ると聞いていたので慎重に検討したが、実験事実は事実であり、海 
軍研究者も小松京大教授同伴で液化の現場を視て渋々納得したが、大学教授は留 
学先の恩師のノーベル賞学説に正反対なので残念相であった。更に証拠固めに、 
高硫黄炭であれば触媒として水酸化鉄のみで触媒は充分である（特許１５３６１ 
３、１５３６１４）と実証して、海軍が大学教授の指導の下に低硫黄炭が水素添 
加液化に適当であると指導した点に反省を求めた。昭和１６年始から新触媒は海 
軍認可となり、液化反応筒の操業故障も減ったが、まだまだ問題があり、内熱式 
反応筒の加熱器の材質変化対策に絞られた。その対策として海軍占有の耐熱特殊 
鋼の支給を願い出たが、初期計画に特殊鋼不要と主張したではないかと、海軍技 
術陣当局では容易に認めなかった。然し計画を改良変更して内熱式反応筒でも永 
 



 
続加熱し、不均整加熱法（特許１５９６４３）を実施すれば反応量が増加すると 
久保田研究部長に説明し、部長は了解支持し独断で支給が実現した。そこで昭和 
１８年夏には慣行の外熱式反応筒に較べて内熱式反応筒は熱経済が３倍で反応量 
が２倍に達する好成績を挙げるに到った。斯く内熱式反応筒は実績を挙げて既に 
半世紀になり、世界無比の物であるが、海軍が亡んで公認の発表の機を失い、未 
だに実用的実施に到らず甚だ惜しまれる処である。 
 
 斯く人絹工場勤務の若い頃の体験の影響が多いから、若い頭脳の尊重が極めて 
大切である。 

 上記の如き生産現場に施ける技術研究を経て、昭和３８年から官民の要請に答 
えて日本原子力研究所に移り、所謂科学研究の管理指導に当った。差当り放射線 
化学の高崎研究所に関係し「道は歩いた後にある」と創造性を説いて、技術の研 
究に当った。其の後、理事長に任ぜられてからは科学研究に関係するようになっ 
た。当時、研究所に対して芳しくない判断が多く、それを改めるのが仕事であっ 
た。折角研究を積み重ねた高速増殖炉の研究成果の展開を新設の動力炉・核燃料 
事業団に任せねばならなくなり、世間の信用が無く評判が悪く所内は沈滞しきっ 
ていた。それを改めるに新しく研究対象を設けて奮い立たせねばと拠って立つも 
のを求め、地味であったが熱心にプラズマ実験に励んでいた森博士（後に副理事 
長）の仕事に注目し、核融合研究に着手するのが研究所を纏めて行くのに宜いと 
決めた。先輩の菊池元理事長は動力炉・核燃料事業団の展開を支援する研究に終 
始ずべしと説かれたが、原子力委員の武藤博士が核融合研究に着手するのが宜い 
と勧められたので、武藤先生と謀って段取り、先ず核融合研究を推進する中心に 
名古屋大学の山本教授を原子力研究所で迎えるよう手配した。種々の経緯で山本 
教授の転籍に時日を要したが、結局、山本先生を迎え得て、先生を中心に在米の 
斯界に実績のある研究者などの協力も得られ、日本原子力研究所の核融合研究は 
発展し、新しく那珂研究所を建て、研究成果もあがって世界第一流の研究機関と 
なるに到っている。此の核融合の研究は科学研究の雄たるもので、軍に其の研究 
の初期を推進したのみであるが、実に正攻法の研究の典型であり、それに関与し 
得たのは幸いであった。 
 
 此の核融合研究の段取りに関係したので、正攻法の科学技術の研究を知るに及 
び、殊更に過去の生産技術に関した技術研究が奇襲的であったのと対比して感慨 
が深い。 
 
 自然科学に立脚して科学技術があり、その科学技術の研究は、実在する既知・ 
未知の事実に触れて諸現象を解明し、それを応用して役に立たせる途を拓く処に 
存在意義がある。もともと、有限の既知と無限の未知より成立つ対象を取扱うの 
で、先ず正面から正攻法の科学研究をし実体を究め、次いで応用の途を探す技術 
研究は他に先んじて敢えてするような奇襲も厭わぬと云う事になる。それが、科 
 



 
学研究の成果に発見を、技術研究の成果に発明を期待する所以である。いずれに 
せよ、研究は未知を拓くにあり、既知は準備に当てる物であるから、実在する未 
知・不詳の事象に学ぶ、即ち、実験が絶対に肝要なのである。そこで「実験は未 
知を拓き、理論は既知を固める」と説いた（化学と工業、日本化学会、昭和５８ 
年２月）のである。然し念の為め、理論は既知に属する物であるが、入門者の勉 
学や研究の準備には必要である、と忘れぬように付加える。 
                            （終） 
 


